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JAIRC

ＵＣＡＩＤとの 連 携に よる 次 世代 ネット

ワ ー クの 開 発促 進 を目 的 と する 団 体 。

相 互接続 によ って 、リ サ ーチと 教育 分

野 でのア プリ ケ ーション 開 発な ど促 す

図I JAIRC の構 成

図2 JAIRCとUCAID が相互協力の覚え書締結
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Japan Advanced Internet Research Consortium
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・ 組 織 概要　　　　　　　　　　　　　　　
分野で のアプリケーション|則発のために 相互

(I) ぷｂy の 趣旨　|| 本 の9つ の ネットワーク　　の協力 体制 を促 進する バ4)この 協力 関係 か

が 連携して、米 国のInlernet2 との ネットワー　　ら生 まれた技 術 の移 転を 奨励 する。亀先 端

キングによるCollabc  rationを行い 、そ れに　　ネットワ ークの相 互接 続 と次 世代 インター ネ

よって次世 代 ネットワーク技術、それにより提　　ット技 術、I印 兔なアプリケ ーションの グロー

供するアプリケーションの実証的研 究開 発や　 バルな 普及 のため、関 係 汨=巾) 政府 機関 竹

運川技 術 の開 発を促 進させる。　　　　　　　 庁 、そ の他 の団 体との協 力をは かる。

(2) 性 格　 当 面 、Internet2 のように 人学lil.　(4) 活動 案( 今後 の検 討課 題) 両 者の ネッ

位で 参 加するコンソーシアムではなく、ボラ　　トワークを接 続し た実 証 実験 と評 価 。想定

ンテイアとして 参加 する非 営 利団 体とする。　 される実 験 項[1 は、Diff-servなどのQo  Sコ

Internet2 と の 連 携 を 促 進 す る た め 、　 ントロール技 術 やIP Multicast 技 術 など の

Internet2 を 推 進 する団 体で あるＵＣΛＨ)　 ネット ワ ー キ ン グ 技 術 遠 隔 教 育Tele-

(　University Ｃｏｎｓo rtium of Advanced　immersion などの アプリケーション、2000 年

Internet Developmen 凵 とJAIRC が覚 え　　にJAIRC とUCAID の ネットワーク接 続 によ

書 きに 署 名し た 。

(3) 覚 え 書 きの 概 要　=↓ 先端 的 リサ ー チと 教

育 川 アプ リケ ーション開 発 、|嵋H 前 段 階 の 実

験 と ネットワ ー ク運 用 の た め 、ＵＣＡＩＤと ネッ

トワ ー クの 適 切 な 相 皿 接 続 を 行 うパ2 〕各 参

加 ネットワー クの 間 で の 、技 術 運 用 と 共 通 幕

準 の 構 築 を 共|司で 行 うよ･3 11 リ サ ーチ と 教 介

るデ モンストレ ーションなど。

(青山友紀　JAIRC 事務局)

JAIRC

E-mail :。oyama@mlab.t.u ‘tokyｏ.ｏｃ･ip

tel:03-5841-6655

fax ・ 03-5804-3552

(東 京 大学 大 学 院 工 学系 研 究 科 青 山 友 紀)

インターネットの技術的 事項および オペ

レ ーショ ンに関 する事項を 議論、検 討、

紹介するこ とを目 的としたグル ープO メ

ーリン グリストで の議論 がメイン

ht↑p://ｗｗｗ･janog･9｢･ip/
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日本ネットワーク・オベレーターズ・グループ

・ 組織 概要　　　　　　　　　　　　　　
る。メーリングリストへの 参加 方法につい ては。

11本 ネットワーク･オベレーターズ･グループ　JANOG ホームペ ージを参 照い ただきたい。

(JANOG､The Japan NetworkOperators  (2)JANOG ミーティング

Group) は インターネットの運 川技 術 者による　　　JANOG ミーティングど題した集 まりを年 に

任 意卩|体 で､ 主 にインターネットサービ スプロ　　約2  MIS]催している。これまでにJANOGl か

バ イダーの技 術者が 中心 になって1997 年7 川　　ら､JAN0G3 まで3 回のミーティングが開 隹さ

に設 立された。 JANOG の 活動は、メーリング　　れた。JAN0G4 は1999 年7 月９日にＮＥＣ本 社

リストでの 議論と、年 別I ･I のペ ースで開 催さ　　ビ ルで 開催される予定 である。ミーティングは

れているミーティングが中心 であり、参加 は自　 現 在 のところボランティアの 運 川で 行 われて

山である。　　　　　　　　　　　　　　　　　 おり、参加 料は 無 料である。

JANOG では インターネットの 運 用に関 連　(3 リANOG ホームペ ージ

する活発な議論 が行 われている。これまでに、　　 過去 のミーティングのプ レゼンテーション資

SPAM 対 策、ネットワーク障害情 報､ ＢＧＰ プ　 料や､ 技 術 関 連のリンクお よび、メーリングリ

ロトコルに関 する新しい 動向、国内IX の情 報、　 ストヘ の 参加 方法 等 はhttp: ……………www.janog.

大規 模 サーバーの 運川 ノウハウなどが 議 論さ　　gr.jp/ にまとめられている。

れた。最 近では、IPv6 の 運 用に関 する議 論

や､Ｙ２Ｋに関する問 題提 起が 行われている。　( 石黒邦宏　株式会社デジタル･マジック･ラボ)
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での議 論や情報交換 の場として活用されてぃ　　E-moII:secret
。riat@j。ｎｏ９･9r･IP
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